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平成２６年 ９月発行 

● 鎌倉市公共施設再編計画（素案）を作成しました 

これまでの鎌倉市公共施設再編計画策定委員会における審議（10

回開催）、市民アンケートや市民ワークショップでの市民の皆さん

からのご意見、庁内関係課からの意見を踏まえ、「鎌倉市公共施設

再編計画（素案）」を作成しました。 

 

１. 意見公募手続（パブリックコメント）について  

「鎌倉市公共施設再編計画（素案）」については、現在、意見公

募手続（パブリックコメント）中です。 

市ホームページで情報を公開するとともに、市役所 2 階の経営企

画課及び各支所にて、「鎌倉市公共施設再編計画（素案） （パブリ

ックコメント用）」の冊子が閲覧できます。 

 

 

 

 

 

２. 公共施設再編計画（素案）説明会を開催します！  

現在、意見を公募している「公共施設再編計画（素案）」について、理解を深めていただくために、

『～市長と語ろう明日の鎌倉～ 公共施設再編計画（素案）説明会』を開催します。 

参加をご希望の方は、当日直接会場へお越しください（申込みは不要です）。 

 

■日時と場所 

地域 会場 日程 時間 

① 深沢地域 深沢学習センター １０月１日（水） １８：００～１９：３０ 

② 腰越地域 腰越学習センター １０月２日（木） １８：００～１９：３０ 

③ 玉縄地域 玉縄学習センター分室 １０月３日（金） １４：００～１５：３０ 

④ 鎌倉地域 市役所本庁舎４０２会議室 １０月５日（日） １０：３０～１２：００ 

⑤ 大船地域 大船駅周辺整備事務所 １０月６日（月） １９：００～２０：３０ 

 

・対象施策等：鎌倉市公共施設再編計画（素案） 

・募 集 期 間：平成 26 年 9 月 17 日（水）～平成 26 年 10 月 16 日（木）必着 

・提 出 方 法：意見に住所・氏名・年齢・電話番号を添えて、郵送、ファックス、メールまたは持参 

※詳しくは案内チラシ、広報かまくら 9 月 15 日号、または本市ホームページをご覧ください。 

意見公募手続（パブリックコメント） 
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１ 中長期的な視点からのマネジメントの実現とロード

マップに沿った着実な推進 

･･･トータルコストを約 50％削減、新規単独施設の整備は行わ
ない、施設の更新の際には複合化・集約化等を原則、適切な
事業の運営管理 等 

２ 施設と機能を切り離した必要な公共サービスの再構築 

･･･公共施設にこだわらない公共サービスの提供、学校を中心と
した再編・複合化の検討、他用途への転換、施設の複合化・
集約化、廃止・統廃合、IT 化等による効率化、遊休・余剰
資産の売却 等 

３ 地域ごとの施設のあり方の見直し 

･･･５つの行政地域にこだわらない公共施設の適正配置、広域対
応施設の近隣市との相互利用 等 

４ 市民・民間事業者との協働 

･･･民間事業者の様々な資金やノウハウの活用、市民力を活かし
た管理運営 等 

５ 全庁的な問題意識の共有と体制整備 

･･･公共施設マネジメントや財産管理に総合的・戦略的に取組む
ための体制整備 等 

５つの取組方針 

○財政負担の小さな公共サービスの実現   

･･･施設と機能の分離、公設公営の発想の転換 

○財政と連動した適切な施設保全      

･･･財政負担の平準化等を図りながら公共施設マネジメントを実践 

○市民が誇れる施設を目指した計画・運営  

･･･美しい自然環境・まち並みなど景観への配慮、市民協働等に
よる施設運営 

公共施設マネジメントの３原則 

■公共サービスのあり方の見直し      

・公共サービスのニーズの変化への対応、サービスの提供方
法の見直し 

■施設の規模・配置のあり方の見直し    

・施設の更新時の複合化・集約化、施設の適切な配置による
効率化 

■施設の整備・運営の効率化・財源確保   

・市民・民間事業者との協働、・遊休・余剰資産の売却等に
よる事業費の捻出 

■具体化に向けた体制整備         

・公共施設マネジメントや財産管理に総合的・戦略的に取組
むための体制整備 

公共施設に係る現状と課題 

３. 公共施設再編計画（素案）の概要  

公共施設の再編方針 
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【行政地域レベル】 

【全市レベル】 

・全市レベルとは、広域的に利用される施設で、市単位で１箇所程度のサ

ービス提供を行うものです。 

・図書館、文化ホールなどの広域的な施設は、多くの市民が利用したいと

感じるよう、機能の充実した拠点施設１つを整備します。 

・市外周辺地域からの利用もある施設については、建物の更新時期も踏ま

え、近隣市との広域連携の検討を行っていきます。 

・行政地域レベルとは、現在の５つの行政地域を基本とします。 

・各行政地域に必要な機能を精査した上で、地域活動の場や多世代が多目

的に利用できる機能を集約します。 

（各地域の小中学校１校を選定し、複合化 ※次頁参照） 

【コスト削減目標】 平成 65 年度までの 40 年間で 990 億円（年間 24.7 億円） 

○公共サービスのあり方の見直し 

【対象者や内容を限定しないサービス提供】 

施設を一つの目的や対象者に限定せずに、誰もが利
用できる多機能な施設に転換していくことで、提供す
るサービスの量や質は維持しながら、施設に係るコス
トや面積の削減を行います。 
 

【公共施設以外でのサービス提供】 

今後は、サービス提供のために、単に公設による公
共施設を増やすことなく、民間事業者等によるサービ
スを活用することも検討します。 

【小学校区レベル】 

・小学校区レベルとは、行政サービスや学校教育等、

日常的に求められるサービスを提供する範囲をいい

ます。 

・コンビニエンスストア等、市内各所に点在する民間

施設での公共サービスの提供等、民間事業者との連

携により、公共施設以外の部分で、公共サービスを

効果的に提供できる方法の具体化を行います。 

○施設配置の見直し 

将来的に全ての公共サービスを現状の形で提供し続けることはできないため、それぞれのサービスの内容を
踏まえ、サービスの提供箇所数と位置を見直します。 

個別施設で提供されている類似機能を集約

し、学校を中心とした集約化・複合化 

公共施設の再編方法について 

目標 
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４. これまでの取組経緯と今後の予定  

平成１８年度 公共施設の全市的配置計画策定検討会設置（庁内組織） 

平成２１年度 公共施設白書作成への取組開始 

平成２４年 ３月 
鎌倉市公共施設白書作成 
維持保全システム構築 

 １０月 鎌倉市公共施設再編計画策定委員会設置（外部組織） 

平成２５年 ２月 シンポジウムの開催 

 ４月 鎌倉市公共施設再編計画基本方針策定 

平成２６年 ２月 市民ワークショップの開催 

 ６月 市民ワークショップの開催 

 ９月 公共施設再編計画（素案）パブリックコメントの実施 

 １０月 公共施設再編計画（素案）説明会の開催 

 １１月 シンポジウムの開催 

平成２６年度中 公共施設再編計画策定予定 

多くの市民の皆さんのご参加とご意見をお待ちしています！ 

発行者：鎌倉市 経営企画部 経営企画課 公共施設再編推進担当 

電話：0467-23-3000（内線 2565） 

URL：http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/keiki/facility.html 

 

 

 個別施設で提供されている類似機能を集約

し、学校を中心とした集約化・複合化 

 

校門 

駐車場 

体育館 

多世代交流スペース 

利用者入口 

学校 

教室棟 

断面図と立面図の見ている方向 

多世代交流スペース 

※学校と多世代交流スペースの管理区分も明確に分離する。 

行政地域レベルの多世代交流機能の複合化イメージ 


